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江
戸
川
の
開
削

江
戸
川
と
い
う
大
河
が
流
れ
る
流
山
。
今

回
は
、
江
戸
川
の
成
立
と
流
山
と
の
関
係
に

つ
い
て
調
べ
て
み
ま
し
た
。

江
戸
川
が
で
き
る
前
、
江
戸
時
代
初
期
に

は
、
現
在
の
群
馬
県
か
ら
流
れ
て
き
た
利
根

川
は
、
現
在
の
東
京
湾
へ
流
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
流
路
を
東
に
移
し
、
利
根
川
本
流
を
太

平
洋
に
流
れ
る
よ
う
に
し
た
複
数
の
工
事
の

結
果
、
江
戸
川
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
目

的
は
、
周
辺
の
舟
運
の
利
便
性
向
上
を
図
る

目
的
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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江
戸
川
通
水
工
事

江
戸
川
通
水
工
事
を
指
揮
し
た
の
は
小
島
正

重
と
言
う
人
物
で
、
直
接
の
主
君
、
伊
奈
忠
治

は
、
徳
川
将
軍
家
に
仕
え
て
勘
定
方
と

代
官
を
兼
任
し
て
い
ま
し
た
。
小
島
は

そ
の
家
臣
と
し
て
三
代
将
軍
家
光
の
裁

可
の
も
と
こ
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
こ
の
工
事
に
要
し
た
期
間
は
三
年

か
ら
十
年
と
言
わ
れ
、
完
成
年
に
つ
い

て
も
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
一
六
五
〇
年

に
は
通
水
し
て
い
た
よ
う
で
す
（
最
も

早
い
説
は
一
六
四
一
年
）
。

二
つ
の
深
井
新
田
と

平
方
新
田
・
平
方
村
新
田

こ
う
し
て
江
戸
川
は
完
成
し
た
の
で

す
が
、
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）
八

代
将
軍
吉
宗
に
、
紀
州
に
い
た
こ
ろ
登

用
さ
れ
て
幕
府
勘
定
所
に
仕
え
て
い
た
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流
山
に
つ
い
て
詳
し
く
お
調
べ
に
な
る

時
は
、
是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

流
山
市
立
博
物
館
・
図
書
館

千
葉
県
立
関
宿
城
博
物
館

井
沢
弥
惣
兵
衛
に
よ
っ
て
金
杉
～
平
方
新

田
ま
で
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
直
線
に
な
っ
て
い
る
こ
の
区
間
は
当

時
、
蛇
行
し
て
お
り
舟
運
や
洪
水
の
問
題

が
発
生
し
て
い
た
た
め
で
す
。
直
線
化
に

よ
り
こ
れ
ら
の
問
題
は
軽
減
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
影
響
で
深
井
新
田
、
平
方
新
田

な
ど
は
分
断
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

流
路
が
変
わ
り
分
断
さ
れ
て
か
ら
も
両

地
域
は
下
総
国
に
属
し
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
江
戸
川

の
西
に
あ
っ
た
千
葉
県
が
埼
玉
県
に
、
東

に
あ
っ
た
埼
玉
県
が
千
葉
県
に
県
域
変
更

さ
れ
た
こ
と
で
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
な
お

現
在
は
、
千
葉
県
側
は
平
方
村
新
田
、
埼

玉
県
側
は
平
方
新
田
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
の
新
川
小
学
校
及
び
こ
の

周
辺
の
旧
地
名
新
川
村
等
の
「
新
川
」
の

名
の
由
来
は
、
当
時
、
こ
の
地
域
の
人
々

が
こ
の
江
戸
川
を
、
新
し
い
流
路
の
川
、

新
川
と
読
ん
で
い
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
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※

勘
定
方
・
・
・
江
戸
幕
府
、

大
名
の
諸
役
所
で
財
務
関
係
の

仕
事
に
携
わ
る
役
人

※

代
官
・
・
・
将
軍
の
代
わ
り

に
村
々
を
治
め
る
役
人

国土地理院地図（流山市・吉川市、深井新田周辺）
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